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学部 付帯施設 障害種 地理的な特徴 児童生徒数 職員数
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図２「地震防災について考えよう」で生徒が学習に使用したワークシートの例
④家庭との連携
本授業において学習に使用した教材や記入し
たワークシートは家庭に持ち帰り，情報を保護
者と共有するようにした。また，自宅での避難
行動や非常持ち出し品が準備してあるか調べる
事を家庭での宿題とした。これらの工夫を行っ
たことで，学習内容を保護者が理解するととも
に，生徒と保護者がともに防災について考え話
し合う機会を提供することにつながった。保護
者からは「子どもと非常持ち出し物について話
し合った」「日頃から準備しておきたい」「頭を
守る大切さについて，家庭でも確認した」など
の感想が挙げられた。
この授業実践を通して生徒，保護者ともに防
災に対する意識が高まり，多様な場面での防災
について考えることができるようになった。学
習内容を家庭に繋げることで，保護者や家庭と
の連携を図ることもできた。
（2）同窓生親の会における研修会について
同窓生親の会では，卒業生の保護者と卒業生
を対象に，防災への意識付けを目的とした研修
会を実施している。富山県内にある防災体験や
学習ができる施設を利用した研修会である。保
護者にとって避難時における我が子の実態を知
り，防災について考えるとともに災害時におけ
る課題に気付く契機となっている。
３．考察
富山大学間発達科学部附属特別支援学校では，
特色ある避難訓練や授業実践が行われており，生
徒の防災に対する意識の変容などの成果がみられ
た。
（1）障害の特性に配慮し，地域との連携を意図
した避難訓練の実践を通して
①地域につながる避難訓練
附属四校園合同避難訓練は大学附属学校とし
ての環境を生かし，学校の枠を広げた訓練の取
組であり，今後は地域を含めた防災訓練につな
げていくためのステップと捉えることができる。
避難後に，落ち着かない緊張感の中で，慣れな
い環境のもと，日常的に関わりの少ない人と一
定時間過ごす体験をする貴重な機会といえる。
一緒に待機する他校の幼児児童生徒にとっても
特別支援学校の児童生徒の実態を知る意味があ
る。訓練時には，児童生徒の特性を理解して対
応できる担任教師が一緒に過ごすことができる
ため児童生徒は落ち着いて避難，待機をするこ
とができている。
今後は，日常的に対応できる人を増やし，環
境も整えて行く必要がある。まわりからの配慮
に加えて，児童生徒が自分から自分の状態を伝
えたり支援を求めたりする機会を学習や訓練場
面で積極的に設定していくことが求められる。
②避難訓練の工夫と改善
富山大学附属特別支援学校では，災害対応力
を高め避難時に適切に対応ができるようにする
ための工夫として，「気温に合わせ防寒具を着
用すること」と「携帯電話を持つこと」が挙げ
られた。これらの工夫は「寒さ対策のために，
避難の後で余震の中防寒着を取りに戻った」
「連絡の手段が全くなかった」という実際の被
災地の報告を受けて避難訓練時のマニュアルに
取り入れた内容である。命を守るためには一刻
も早く避難することが重要ではあるが，避難後
の寒さ対策や避難後の保護者との連絡の必要性
など現実的な訓練を考慮した避難訓練の工夫で
ある。
このように，有効な情報を得てマニュアルの
内容や工夫点に検討を重ね，改善を加えていく
ことの必要性が示されたと言える。
（2）年間指導計画に明記し教育課程に位置づけ
た授業実践と，障害特性や生活スタイルに応じ
た防災教育の充実
「地震防災について考えよう」の授業実践を
通して生徒，保護者ともに防災に対する意識が
高まり，多様な場面での防災について考えるこ
とができるようになった。学習内容を家庭に繋
げることで，保護者や家庭との連携を図ること
もできた。生徒の災害対応力の向上に加えて保
護者への啓発にも役立ったと考える。今後は，
学校全体としての実践と充実が望まれる。
また，同窓生親の会での防災に関する研修の
実施は，卒業後の生活における防災対応力を保
護者や学校の教師が深く考える機会となってい
る。今後も継続的な実施が期待される。
Ⅳ まとめ
今回調査したZ県内の知的障害特別支援学校な
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らびに富山大学人間発達科学部附属特別支援学校で
は，知的障害のある児童生徒の特別支援学校におい
て，防災教育の必要性が高まり，避難訓練の内容や
方法に工夫を加えた実践が進められてきている。ま
た，パターン化された訓練を防ぐために，状況を変
えながらの訓練の実施などの工夫も見られる。備蓄
への意識も高く，内容の充実もなされてきている。
藤井ら（2014）が指摘する「教育的工夫」が進め
られているといえる。
今後は，日常生活の中に定着し，知的障害のある
児童生徒が避難後も安心して過ごすことを考慮した
防災教育の方向性を検討することが必要である。そ
のために，防災教育の授業実践の充実や地域との連
携が優先して望まれる。また，危険を判断して自分
の命や身を守る能力に加えて，状況を尋ねたり援助
を求めたりする力を含めて災害に対応する力を授業
の中で高めていくことも重要である。
特別支援教育における防災教育については，先行
研究や事例が少なく，これからの研究や実践報告が
望まれる。一つの学校の実践だけではなく「防災教
育」のネットワークづくりが必要である。富山大学
人間発達科学部附属特別支援学校の実践をもとに改
善を加えながら有効な避難訓練や授業実践につなげ
ていくことが求められる。先駆校は効果的な実践を
発信し，情報を共有できる体制整備していくことで
防災教育の普及と質の向上に繋がると考える。
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